
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
地中に凹入状に形成された水溜め空間に並べて配備されたり、あるいは並べて配備された
ものに段積みされて使用される積上げ部材であって、
四角形の側板とこと側板よりも幅狭でその側板の上辺部に基端部が位置してその上辺部か
ら直角に突き出された梁部とを一体に有し、その一対のものを互いに反対向きにして組み
合わせて一方のものの上記梁部の先端部を他方のものの上記側板の上辺部に重ね合わせ、
他方のものの上記梁部の先端部を一方のものの上記側板の上辺部に重ね合わせることによ
りすべての上記梁部を水平に並べたときに、一方のものの上記側板と他方のものの上記側
板とが対向しかつそれらの側板の相互間に水平に並んだ上記梁部が横架された門形を形作
る同一形状の一対の合成樹脂製の分割体でなることを特徴とする 。
【請求項２】
上記分割体における上記側板の下端部と上記梁部の基端部および先端部とのうちの一方側
に第１突起が設けられ、他方側に、その分割体に重ね合わされる他の上記分割体の上記第
１突起が嵌合される第１凹部が設けられ、
上記分割体における上記側板の上辺部と上記梁部の先端部のうちの一方側に第２突起が設
けられ、他方側に、その分割体と組み合わされて門形を形作る他の上記分割体の上記第２
突起が嵌合される第２凹部が設けられている請求項１に記載した 。
【請求項３】
上記分割体の上記側板がその幅方向に並んだ多数のリブを備えていると共に、上記分割体
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の上記梁部がその幅方向に並んだ多数のリブを備えている請求項１または請求項２に記載
した 。
【請求項４】
上記分割体における上記側板の下端部に上記第１突起が下向きに設けられ、上記分割体に
おける上記梁部の基端部および先端部のそれぞれに、その分割体に重ね合わされる他の上
記分割体の上記第１突起が嵌合される溝状の上記第１凹部が上向きに設けられている請求
項１、請求項２、請求項３のいずれかに記載した 。
【請求項５】
上記分割体における上記梁部の先端部に上記第２突起が下向きに設けられ、上記側板の上
辺部に、その分割体と組み合わされて門形を形作る他の上記分割体の上記第２突起が嵌合
される溝状の第２凹部が上向きに設けられている請求項１、請求項２、請求項３、請求項
４のいずれかに記載した 。
【請求項６】
地中に凹入状に形成された水溜め空間に並べて配備されたり、あるいは並べて配備された
ものに段積みされて使用される積上げ部材であって、
平行な一対の支柱部とこれらの支柱部の相互間に亘って設けられた連結部とを一体に備え
た側板とこの側板よりも幅狭で片側の上記支柱部の上端部に基端部が位置してその支柱部
の上端部から直角に突き出された梁部とを一体に有し、その一対のものを互いに反対向き
にして組み合わせて一方のものの上記梁部の先端部を他方のものの他側の上記支柱部の上
端部に重ね合わせ、他方のものの上記梁部の先端部を一方のものの他側の上記支柱部の上
端部に重ね合わせることによりすべての上記梁部を水平に並べたときに、一方のものの上
記側板と他方のものの上記側板とが対向しかつそれらの側板の相互間に水平に並んだ上記
梁部が横架された門形を形作る同一形状の一対の合成樹脂製の分割体でなることを特徴と
する 。
【請求項７】
片側の上記支柱部の下端部と、上記梁部の基端部と、上記梁部の先端部と、他側の上記支
柱部の下端部と、他側の上記支柱部の上端部とにそれぞれ孔部が設けられ、上記分割体を
重ね合わせたときに互いに重なり合う上記孔部に嵌合されてそれらの孔部を位置決めする
連結具を備える請求項６に記載した 。
【請求項８】
片側の上記支柱部の下端部と他側の上記支柱部の下端部と上記梁部の先端部とにそれぞれ
孔部が設けられ、片側の上記支柱部の上端部と他側の上記支柱部の上端部とに、上記分割
体を重ね合わせたときに対応される上記孔部に嵌合される突起が設けられている請求項６
に記載した 。
【請求項９】
上記梁部の先端部と片側の上記支柱部の上端部と他側の上記支柱部の上端部とにそれぞれ
孔部が設けられ、片側の上記支柱部の下端部と他側の上記支柱部の下端部とに、上記分割
体を段積みしたときに対応される上記孔部に嵌合される突起が設けられている請求項６に
記載した 。
【請求項１０】
上記支柱部が、パイプ状の中空体の内部空間に、その中空体の曲げ剛性よりも大きな曲げ
剛性を有する芯材を装填したものである請求項６、請求項７、請求項８、請求項９のいず
れかに記載した 。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、地下貯水槽や地下貯留浸透槽等に設けられている水溜め空間に並べて配備して
使用されたり、それらを並べて配備されたものに段積みされる積上げ部材に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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特公平４－２６６４８号公報に、雨水等の貯留浸透施設についての記載があり、この公報
に、タンク部内に容器状部材を縦横かつ上下に積み上げることについての記載がある。こ
の容器状部材は、多数の孔を有する底部及び周側壁で構成されており、文字通り、物を入
れるバケツ、器、箱といったような容器の形状を有している。このような容器状部材を重
ね合わせてタンク内の充填材とする場合、上載荷重に対して大きな強度を示すのは、周側
壁が垂直になっている容器である。しかしながら、周側壁が垂直になっている容器状部材
は、運搬時や保管時に重ね合わせたとき嵩張って全体の容積が小さくならず、輸送効率や
保管効率がきわめて悪く、物流費が高くなるという課題があった。
【０００３】
また、上記公報に記載のように、底壁に対して周側壁を鈍角に立ち上げてある場合、すな
わち、周側壁を上拡がりに傾斜させた場合、図１４のように同一方向で重ねれば１つの容
器１００に他の容器２００の底壁２１０が入り込み、他の容器２００の底壁２１０が容器
１００の周側壁１２０の内面に接する形で重なる。このようにして、容器２００に別の容
器３００を重ねれば、それらの容器を全体としてコンパクトに梱包でき、持ち運びや保管
にきわめて便利である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような容器状部材には、大きな問題があった。すなわち、多数の通水
口が開設された多角形の周側壁と底壁とを有する容器状部材は周側壁が傾斜しているため
、これらの容器状部材を積み上げたときに大きな上載荷重が加わると周側壁が座屈を生じ
やすく、仮に周側壁の一部に座屈が生じるとその影響が他の部分にも及んで座屈範囲が短
期間で簡単に広がってしまう。このような状況は、周側壁の厚さを厚くすることによって
多少は改善されるけれども、本質的な解決策とはなり得ない。
【０００５】
本発明は以上の問題に鑑みてなされたものであり、積み上げたときに上記した周側壁に相
当する側板が垂直になって上載荷重に対する大きな対抗力を発揮するものであるにもかか
わらず、嵩張らないコンパクトな形に梱包して搬送したり保管したりすることのできる地
下貯水槽等に用いる積上げ部材を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
請求項１に係る発明の地下貯水槽等に用いる積上げ部材は、地中に凹入状に形成された水
溜め空間に並べて配備されたり、あるいは並べて配備されたものに段積みされて使用され
る積上げ部材であって、四角形の側板とこの側板よりも幅狭でその側板の上辺部に基端部
が位置してその上辺部から直角に突き出された梁部とを一体に有し、その一対のものを互
いに反対向きにして組み合わせて一方のものの上記梁部の先端部を他方のものの上記側板
の上辺部に重ね合わせ、他方のものの上記梁部の先端部を一方のものの上記側板の上辺部
に重ね合わせることによりすべての上記梁部を水平に並べたときに、一方のものの上記側
板と他方のものの上記側板とが対向しかつそれらの側板の相互間に水平に並んだ上記梁部
が横架された門形を形作る同一形状の一対の合成樹脂製の分割体でなる、というものであ
る。
【０００７】
この積上げ部材において、一対の分割体を門形に形作るように組み合わせると、一対の分
割体のそれぞれの側板が垂直姿勢を保つので、上載荷重に対して大きな対抗力を発揮する
。また、多数の分割体を同じ向きにして嵌合させると、側板同士および梁部同士が互いに
重なり合ってコンパクトな形になる。
【０００８】
請求項２に係る発明の地下貯水槽等に用いる積上げ部材は、請求項１に記載したものにお
いて、上記分割体における上記側板の下端部と上記梁部の基端部および先端部とのうちの
一方側に第１突起が設けられ、他方側に、その分割体に重ね合わされる他の上記分割体の
上記第１突起が嵌合される第１凹部が設けられ、上記分割体における上記側板の上辺部と
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上記梁部の先端部のうちの一方側に第２突起が設けられ、他方側に、その分割体と組み合
わされて門形を形作る他の上記分割体の上記第２突起が嵌合される第２凹部が設けられて
いる、というものである。
【０００９】
この積上げ部材においては、一対の分割体を門形に形作るように組み合わせたときには、
第２突起と第２凹部との嵌合によって一対の分割体が相互に位置決めされるので、それら
一対の分割体の組み合わせによって形作られる積上げ部材の門形が正確に定まる。また、
その門形の積上げ部材を積み上げたときに、第１突起と第１凹部との嵌合によって上下の
積上げ部材が相互に位置決めされるので、積上げ部材を上下多段に積み上げやすくなる。
【００１０】
請求項３に係る発明の地下貯水槽等に用いる積上げ部材は、請求項１または請求項２に記
載したものにおいて、上記分割体の上記側板がその幅方向に並んだ多数のリブを備えてい
ると共に、上記分割体の上記梁部がその幅方向に並んだ多数のリブを備えている、という
ものである。
【００１１】
このようにしておくと、リブによって側板や梁部の強度が高まり、上載荷重に対する対向
力がいっそう向上する。
【００１２】
請求項４に係る発明の地下貯水槽等に用いる積上げ部材は、請求項１、請求項２、請求項
３のいずれかに記載したものにおいて、上記分割体における上記側板の下端部に上記第１
突起が下向きに設けられ、上記分割体における上記梁部の基端部および先端部のそれぞれ
に、その分割体に重ね合わされる他の上記分割体の上記第１突起が嵌合される溝状の上記
第１凹部が上向きに設けられている、というものである。
【００１３】
このようにしておくと、一対の分割体の組み合わせによって形作られる門形の積上げ部材
を積み上げたときに、第１突起と第１凹部との嵌合によって上下の積上げ部材が相互に位
置決めされるので、積上げ部材を上下多段に積み上げやすくなる。
【００１４】
請求項５に係る発明の地下貯水槽等に用いる積上げ部材は、請求項１、請求項２、請求項
３、請求項４のいずれかに記載したものにおいて、上記分割体における上記梁部の先端部
に上記第２突起が下向きに設けられ、上記側板の上辺部に、その分割体と組み合わされて
門形を形作る他の上記分割体の上記第２突起が嵌合される溝状の第２凹部が上向きに設け
られている、というものである。
【００１５】
このようにしておくと、一対の分割体を門形に形作るように組み合わせたときには、第２
突起と第２凹部との嵌合によって一対の分割体が相互に位置決めされるので、それら一対
の分割体の組み合わせによって形作られる積上げ部材の門形が正確に定まる。
【００１６】
請求項６に係る発明の地下貯水槽等に用いる積上げ部材は、地中に凹入状に形成された水
溜め空間に並べて配備されたり、あるいは並べて配備されたものに段積みされて使用され
る積上げ部材であって、平行な一対の支柱部とこれらの支柱部の相互間に亘って設けられ
た連結部とを一体に備えた側板とこの側板よりも幅狭で片側の上記支柱部の上端部に基端
部が位置してその支柱部の上端部から直角に突き出された梁部とを一体に有し、その一対
のものを互いに反対向きにして組み合わせて一方のものの上記梁部の先端部を他方のもの
の他側の上記支柱部の上端部に重ね合わせ、他方のものの上記梁部の先端部を一方のもの
の他側の上記支柱部の上端部に重ね合わせることによりすべての上記梁部を水平に並べた
ときに、一方のものの上記側板と他方のものの上記側板とが対向しかつそれらの側板の相
互間に水平に並んだ上記梁部が横架された門形を形作る同一形状の一対の合成樹脂製の分
割体でなる、というものである。
【００１７】
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この積上げ部材において、一対の分割体を門形に形作るように組み合わせると、一対の分
割体のそれぞれの側板が垂直姿勢を保つので、上載荷重に対して大きな対抗力を発揮する
。特に、側板に具備されている平行な一対の支柱部が上載荷重に対して大きな対抗力を発
揮する。また、多数の分割体を横に重ねるとコンパクトな形になる。
【００１８】
請求項７に係る発明の地下貯水槽等に用いる積上げ部材は、請求項６に記載したものにお
いて、片側の上記支柱部の下端部と、上記梁部の基端部と、上記梁部の先端部と、他側の
上記支柱部の下端部と、他側の上記支柱部の上端部とにそれぞれ孔部が設けられ、上記分
割体を重ね合わせたときに互いに重なり合う上記孔部に嵌合されてそれらの孔部を位置決
めする連結具を備える、というものである。
【００１９】
この積上げ部材においては、一対の分割体を門形に形作るように組み合わせたときには、
その組み合わせによって互いに重なり合った孔部に連結具を嵌合しておくことによって、
それら一対の分割体の組み合わせによって形作られる積上げ部材の門形が正確に定まる。
また、その門形の積上げ部材を積み上げたときには、互いに重なり合った孔部に連結具を
嵌合させて上下の積上げ部材を相互に位置決めできるので、積上げ部材を上下多段に積み
上げやすくなる。
【００２０】
請求項８に係る発明の地下貯水槽等に用いる積上げ部材は、請求項６に記載したものにお
いて、片側の上記支柱部の下端部と他側の上記支柱部の下端部と上記梁部の先端部とにそ
れぞれ孔部が設けられ、片側の上記支柱部の上端部と他側の上記支柱部の上端部とに、上
記分割体を重ね合わせたときに対応される上記孔部に嵌合される突起が設けられている、
というものである。また、請求項９に係る発明の地下貯水槽等に用いる積上げ部材は、請
求項６に記載したものにおいて、上記梁部の先端部と片側の上記支柱部の上端部と他側の
上記支柱部の上端部とにそれぞれ孔部が設けられ、片側の上記支柱部の下端部と他側の上
記支柱部の下端部とに、上記分割体を段積みしたときに対応される上記孔部に嵌合される
突起が設けられている、というものである。
【００２１】
この積上げ部材においては、一対の分割体を門形に形作るように組み合わせたときには、
その組み合わせによって互いに重なり合った孔部に突起が嵌合するので、一対の分割体の
組み合わせによって形作られる積上げ部材の門形が正確に定まる。また、その門形の積上
げ部材を積み上げたときには、互いに重なり合った孔部に突起が嵌合して上下の積上げ部
材が相互に位置決めされるので、積上げ部材を上下多段に積み上げやすくなる。
【００２２】
請求項１０に係る発明の地下貯水槽等に用いる積上げ部材は、請求項６、請求項７、請求
項８、請求項９のいずれかに記載したものにおいて、上記支柱部が、パイプ状の中空体の
内部空間に、その中空体の曲げ剛性よりも大きな曲げ剛性を有する芯材を装填した、とい
うものである。
【００２３】
これらの積上げ部材において、分割体における側板の支柱部の曲げ剛性が芯材によって高
められるので、その支柱部が上載荷重に対して大きな対抗力を発揮するようになる。
【００２４】
【発明の実施の形態】
図１は本発明の実施の一形態である積上げ部材４を用いて施工した地下貯水槽Ａを概略的
に示した一部省略縦断面図、図２は地下貯水槽Ａを概略的に示した平面構成図、図３は分
割体４０の斜視図、図４は反対向きにした分割体４０の斜視図、図５は門形を形成してい
る積上げ部材４の斜視図、図６は分割体４０の一部を斜め下から見た斜視図、図７は積上
げ部材４を上下に積み上げた状態の部分正面図、図８は積上げ部材４を重ねた状態の説明
図である。
【００２５】
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図１に示した地下貯水槽Ａは、地面を掘り下げることによって地中に凹入状に形成された
水溜め空間１を有する。この水溜め空間１において、その周囲壁面１１はその地層を形成
している土砂の安息角を勘案して上開き状に傾斜している。この水溜め区間１の底壁面１
２とその底壁面１２に連続する上記周囲壁面１１とは通水性を持たない遮水シート２で被
覆されており、その遮水シート２の上に不織布２１が配備されている。上記遮水シート２
には塩化ビニル樹脂シート、ゴムシート、ポリエチレン樹脂シートなどのシートを用いる
ことができる。
【００２６】
水溜め空間１の底壁面１２に遮水シート２と不織布２１とを介して集合体３が装填されて
いる。この集合体３は、水平に並べられかつ上下に段積みされた多数の積上げ部材４でな
る。これらの積上げ部材４は後述する合成樹脂製の一対の分割体４０，４０でなり、それ
らの分割体４０，４０を門形に組み合わせることによって形成されている。そして、門形
の個々の積上げ部材４自体で囲まれる空間が水溜め用の空隙を形成し、それらの空隙が互
いに連通して全体として１つの大きな空間を形成している。
【００２７】
上記集合体３の周囲に、垂直に立ち上げられたコンクリート製の仕切壁５が設けられてい
る。この仕切壁５には多数の通水孔５１が貫通状に形成されていて、この通水孔５１によ
って上記仕切壁５に通水性が付与されている。図例では、上記水溜め空間１の中央部の２
箇所にも垂直に立ち上げられた仕切壁５，５が設けられていて、この仕切壁５，５によっ
て上記集合体３が左右に２分割されている。そして、上記仕切壁５と上記周囲壁面１１と
の間の空間や、中央部の２箇所の仕切壁５，５の間の空間に小形固形物の集合でなる通水
層６…が配備されている。通水層６は、砕石を上記空間に装填することによって形成され
ている。この通水層６を砂利や玉石などの小石で形成することも可能である。さらに、上
記集合体３と上記通水層６との上に透水層７が配設されている。この透水層７は土砂を敷
き詰めることによって形成されており、その透水層７を利用して芝生が植生されている。
透水層７の上に自動車の駐車場を形成することも可能である。なお、上記仕切壁５をポー
ラスコンクリート製にしてその仕切壁５に通水性を付与しておいてもよい。また、仕切壁
５の厚さは、上記集合体３に加わる荷重や通水層６に加わる荷重など総合的に勘案してそ
れらに耐え得る強度を持つような厚さにしておく。また、上記仕切壁５をＦＲＰなどのプ
ラスチック製にすることも可能であり、そうすることによって仕切壁の軽量化が達成され
、運搬、施工が容易になるという利点がある。
【００２８】
上記積上げ部材４によって形成されている上記水溜め用の空隙に上記遮水シート２と上記
通水層６とを貫通して延びる地表水導入路８の終部が配置されている。この地表水導入路
８は、図示していない建物の屋根から雨樋を介して集められた雨水や、都市公園の歩道脇
に設けられた側溝で集められた雨水やテニスコートなどから出る雨水を上記水溜め用の空
隙に導入するために設けられている。さらに、上記水溜め空間１の底部に、上記水溜め用
の空隙に溜まった水を排水するための排水溝９１が設けられており、この排水溝９１に、
排水路９が接続されている。なお、排水路９は合成樹脂管を埋設することによって形成す
ることができ、その排水路９の途中に調節弁９２が介在されている。
【００２９】
以上説明した地下貯水槽Ａにおいて、水溜め空間１を取り囲んでいる壁１３は必ずしも必
要ではない。しかし、地盤の強化や安定化が必要な場合には、その壁１３を所定の厚さの
捨てコンクリート層で形成しておくとよい。
【００３０】
上記積上げ部材４は、図３および図４に示した分割体４０を一対（２つ）用意することに
よって形成され、それらの分割体４０，４０を門形に組み合わせることによって図５に示
した門形の積上げ部材４となる。分割体４０は、ポリプロピレン樹脂やポリ塩化ビニル樹
脂などの合成樹脂で一体成形されている。
【００３１】
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図３および図４に示した分割体４０は、四角形の側板４１とこの側板４１の上辺部４２か
ら直角に突き出された矩形板片状の梁部４３とを一体に有する。梁部４３の幅寸法は側板
４１の幅寸法の半分になっていて、そのような梁部４３の基端部４３ａが図示のように側
板４１の上辺部４２に位置して、その上辺部４２のの片側の半分のところから直角に突出
されている。また、側板４１はその内側で幅方向に並んだ多数のリブ４４を備え、梁部４
３についても、図６に示したようにその内側で幅方向に並んだ多数のリブ４５を備えてい
る。
【００３２】
上記側板４１の下端部、具体的にはその側板４１に備わっているそれぞれのリブ４４の下
端部に第１突起４６が下向きに設けられている。これに対し、梁部４３の基端部４３ａと
先端部４３ｂとにはそれぞれ溝状の第１凹部４７，４８がその全幅に亘って上向きに設け
られている。これらの第１凹部４７，４８には、分割体４０を重ね合わせたときに、上段
側の分割体４０の上記第１突起４６が嵌合するようになっており、それらの第１突起４６
と第１凹部４７または４８が嵌合したときには、上下の分割体４０や、一対の分割体４０
，４０を組み合わせた門形の上下の積上げ部材４，４が第１凹部４７，４８の溝幅方向で
互いに動かないように位置決めされる。
【００３３】
また、上記梁部４３の先端部４３ｂ、具体的にはその梁部４３に備わっているそれぞれの
リブ４４の先端部に第２突起４９が下向きに設けられている。これに対し、側板４１の上
辺部４２の梁部４３が突出されていない箇所の全長に亘って溝状の第２凹部５２が上向き
に設けられている。この第２凹部５２には、一対の分割体４０，４０を図５のように互い
に反対向きにして門形に組み合わせたときに、相手方となる分割体４０の上記第２突起４
９が嵌合するようになっており、その第２突起４９と第２凹部５２とが嵌合したときには
、それら一対の分割体４０，４０が第２凹部５２の溝幅方向で動かないように位置決めさ
れて正確な門形が形成される。
【００３４】
一対の分割体４０，４０を互いに反対向きにして組み合わせることにより図５に示した門
形の積上げ部材４を形成したときには、上記のように第２突起４９と第２凹部５２とが嵌
合すると共に、一方の分割体４０の梁部４３の先端部が他方の分割体４０の側板４１の上
辺部４２に重なり合う。そして、両方の分割体４０，４０の梁部４３，４３が水平に並び
、しかも、それらの梁部４３，４３が、相対向している一方の分割体４０の側板４１と他
方の分割体４０の側板４１の相互間に横架された状態になる。
【００３５】
一対の分割体４０，４０を門形に組み合わせた図５の積上げ部材４が、冒頭で説明したよ
うに、図１に示した水溜め空間１に上下に段積みされ、かつ左右前後に並べられて集合体
３を形成する。門形の積上げ部材４を積み上げたときには、図７のように、上段側の積上
げ部材４に具備されている第１突起４６が下段側の積上げ部材４に具備されている第１凹
部４７，４８に嵌合される。
【００３６】
ここで、上記積上げ部材４は、側板４１と梁部とが直角をなす分割体４０を互いに反対向
きにして組み合わせたものであるので、この積上げ部材４を上下に段積みした状態では、
それぞれの積上げ部材４を形成している個々の分割体４０，４０の側板４１，４１のそれ
ぞれが垂直になる。そのため、個々の積上げ部材４に加わる垂直な上載荷重に対してその
側板４１が大きな対抗力を発揮し、その側板４１が通常時に受ける上載荷重によって座屈
を生じにくくなる。その上、上記側板４１は、多数のリブ４４によって補強もなされてい
るので上載荷重に対してきわめて大きな対抗力を発揮するようになり、それらの事項が座
屈をいっそう生じにくくすることに役立つ。
【００３７】
なお、図１で説明した透水層７は、段積みされた積上げ部材４の最上段のものの上に形成
される。その透水層７の代わりに遮水シート等を使用してもよい。また、上記分割体４０
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の側板４１には、図５に仮想線で示したように通水口として役立つ開口４１ａを開設して
おいてもよい。開口４１ａを開設しておくと、その開口４１ａを通して横に並べられた個
々の門形の積上げ部材４で囲まれる空間を水が流通する。なお、開口４１ａを開設してい
ない場合には、横に並んでいる門形の積上げ部材４の相互間に形成される隙間を通して水
が流通する。
【００３８】
上記した分割体４０は、図８に示したように多数のものを同じ向きにして嵌合状に重ねる
ことができる。このようにすると、互いに嵌合された分割体４０，４０の側板４１，４１
同士および梁部４３，４３同士が互いに重なり合ってコンパクトな形になり、多数の分割
体４０が嵩張らなくなるので、工場や地下貯水槽Ａの施工現場で多数の分割体４０を保管
する場合にそれほど広いスペースが必要にならず、また、トラックで分割体４０を搬送す
るときの分割体１個当りの搬送コストが安くつく。
【００３９】
上記分割体４０において、第１突起を梁部４３の基端部４３ａおよび先端部４３ｂに設け
、第１凹部を側板４１の下端部に設けてもよい。また、第２突起を側板４１の上辺部に設
け、第２凹部を梁部４３の先端部４３ｂに設けてもよい。
【００４０】
図９は変形例による分割体６０の斜視図、図１０は分割体６０の断面図、図１１は門形を
形成している積上げ部材４Ａの斜視図、図１２は積上げ部材４Ａを積み上げた状態の説明
図である。
【００４１】
上記積上げ部材４Ａは、図９に示した分割体６０を一対（２つ）用意することによって形
成され、それらの分割体６０，６０を門形に組み合わせることによって図１１に示した門
形の積上げ部材４となる。分割体６０は、ポリプロピレン樹脂やポリ塩化ビニル樹脂など
の合成樹脂で一体成形されている。
【００４２】
図９に示した分割体６０は、平行な一対の支柱部６１，６２とこれらの支柱部６１，６２
の相互間に亘って設けられた板状の連結部６３とを一体に備えた側板６４と、この側板６
４よりも幅狭で片側の支柱部６１の上端部に基端部６５ａが位置してその支柱部６１の上
端部から直角に突き出された板片状の梁部６５とを一体に有する。梁部６５の幅寸法は支
柱部６１の外周直径寸法と略同一になっている。
【００４３】
図１０に示したように、一対の支柱部６１，６２は、パイプ状の中空体６６の内部空間に
、その中空体６６の曲げ剛性よりも大きな曲げ剛性を有する芯材６７を装填したものであ
る。芯材６７は、中空体６６の曲げ剛性よりも大きな曲げ剛性を有する素材であれば何で
もよいが、好ましくは、プラスチックの廃材や繊維強化プラスチックなどの所望の形状に
成形したものである。このような芯材６７を中空体６６に装填した支柱部６１，６２は、
きわめて大きな圧縮強度や曲げ強度を備えるようになる。また、上記連結部６３には開口
６８が備わっており、この開口６８が水の流通に役立つ。
【００４４】
図９、図１０、図１２などに示したように、片側の支柱部６１の下端部と、梁部６５の基
端部６５ａと、梁部６５の先端部６５ｂと、他側の支柱部６２の下端部と、他側の支柱部
の上端部とにそれぞれ孔部７１，７２，７３，７４，７５が設けられている。図１１にお
いて、７６は連結具であり、この連結具７６は円柱状に形成されていて、図１２のように
分割体６０，６０を重ね合わせたときに互いに重なり合う上記孔部に嵌合されてそれらの
孔部を位置決めする役割を果たす。互いに重なり合う孔部の組み合わせの一例が図１２に
示されている。同図では、孔部７１と孔部７２、孔部７４と孔部７５、孔部７４と孔部７
３と孔部７５が、それぞれ重なり合っており、それらの重なり箇所においてそれぞれの孔
部に上記連結具７６…が嵌合されてそれらの孔部を位置決めしている。
【００４５】
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また、一対の分割体６０，６０は互いに反対向きにして組み合わせることにより、図１１
のように、一方の分割体６０の梁部６５の先端部６５ｂを他方の分割体６０の他側の支柱
部６２の上端部に重ね合わせ、他方の分割体６０の梁部６５の先端部６５ｂを一方の分割
体６０の他側の支柱部６２の上端部に重ね合わせることにより２つの梁部６５，６５を水
平に並べたときには、それらの一対の分割体６０，６０によって、一方の分割体６０の側
板６４と他方の分割体６０の側板６４とが対向しかつそれらの側板６４，６４の相互間に
水平に並んだ梁部６５，６５が横架された門形が形作られる。そして、そのように一対の
分割体６０，６０を門形に組み合わせたときには、孔部７３と７５とが重なり合い、その
重なり箇所に上記連結具７６を嵌合することによって、一対の分割体６０，６０が動かな
いように位置決めされて正確な門形が形成される。
【００４６】
一対の分割体６０，６０を門形に組み合わせた図１１の積上げ部材４Ａが、冒頭で説明し
たように、図１に示した水溜め空間１に上下に段積みされ、かつ左右前後に並べられて集
合体３を形成する。
【００４７】
ここで、上記積上げ部材４Ａは、側板６４と梁部６５とが直角をなす分割体６０を互いに
反対向きにして組み合わせたものであるので、この積上げ部材４Ａを図１２のように上下
に段積みした状態では、それぞれの積上げ部材４Ａを形成している個々の分割体６０，６
０の側板６４，６４のそれぞれが垂直になる。ただし、側板６４，６４のそれぞれは垂直
になるが、連結具７６は必ずしも垂直である必要はなく、その形状も特に限定されるもの
ではない。そして、側板６４の全体が垂直であるため、個々の積上げ部材４Ａに加わる垂
直な上載荷重に対してその側板６４の支柱部６１，６２が大きな対抗力を発揮し、その側
板６４が通常時に受ける上載荷重によって座屈を生じにくくなる。その上、支柱部６１，
６２は、図１０で説明したように、芯材６７によって補強されているので、上載荷重に対
してきわめて大きな対抗力を発揮するようになる。
【００４８】
なお、図１で説明した透水層７は、段積みされた積上げ部材４Ａの最上段のものの上に透
水シートなどを介して形成される。その透水層７の代わりに遮水シート等を使用してもよ
く、その場合には、透水シートを用いる必要はない。また、上記分割体６０の側板６４に
は開口６８が開設されているので、その開口６８を通して横に並べられた個々の門形の積
上げ部材４Ａで囲まれる空間を水が流通する。
【００４９】
上記した分割体６０は、多数のものを同じ向きにしてコンパクトに重ねることができる。
そのようにすると、多数の分割体６０が嵩張らなくなるので、工場や地下貯水槽Ａの施工
現場で多数の分割体６０を保管する場合にそれほど広いスペースが必要にならず、また、
トラックで分割体４０を搬送するときの分割体１個当りの搬送コストが安くつく。
【００５０】
図１３は分割体６０の他の変形例を示している。
【００５１】
この分割体６０において、図９～図１２で説明したものと異なる点は、片側の支柱部６１
の下端部と他側の支柱部６２の下端部と梁部６５の先端部６５ｂとにそれぞれ孔部８１，
８３（他側の支柱部６２の下端部の孔部は図に現れていない）が設けられ、片側の支柱部
６１の上端部と他側の支柱部６２の上端部とに、２つの分割体６０，６０を重ね合わせた
ときに対応される孔部８１，８３（他側の支柱部６２の下端部の孔部を含む）に嵌合され
る突起８５，８６が設けられている点である。その他の事項は、図９～図１２で説明した
ものと同様であるので、同一部分に同一符号を付すことによって詳細な説明を省略する。
図１３の分割体６０においても、図９～図１２で説明した分割体６０と同様に、門形の積
上げ部材を形成することができ、また、そのような積上げ部材を段積みすることができる
。なお、上記突起８５，８６や上記孔部８１，８３（他側の支柱部６２の下端部の孔部を
含む）は、図９～図１２で説明した孔部７１～７５や連結具７６と同様の作用を発揮する
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。すなわち、門形に組み合わせた一対の分割体６０，６０を位置決めする作用や、門形の
積上げ部材を積上げやすくするといった作用を発揮する。
【００５２】
なお、梁部６５の先端部６５ｂと片側の支柱部６１の上端部と他側の支柱部の上端部とに
それぞれ孔部を設け、片側の支柱部６１の下端部と他側の支柱部６２の下端部とに、分割
体６０を段積みしたときに対応される孔部に嵌合される突起を設けてもよい。
【００５３】
図１や図２で説明した地下貯水槽Ａにおいて、上記水溜め空間１の周囲壁面１１は上開き
状に傾斜しているが、水溜め空間１の深さが浅く、しかも周囲壁面１１の土質が崩れにく
い場合は、周囲壁面１１が略垂直になるように掘削してもよい。
【００５４】
この地下貯水槽Ａにおいては、地表に降った雨水が、上記透水層７を経て上記集合体３に
備わっている水溜め用の空隙や上記通水層６に導入され、その通水層６に浸入した雨水は
、上記仕切壁５に具備されている通水孔５１によって上記空隙に導入されて貯留される。
また、側溝などに集まった雨水などの地表水は上記地表水導入路８を経て上記空隙に直接
に導入される。しかしながら、地表水の中に枯葉や土砂などの固形物が含まれている場合
には、この地下貯水槽Ａの前に固形物分離槽や濾過槽、沈殿槽などを設けてそれらの固形
物を分離できるようにしておくことが望ましい。こうしておけば、固形物の混ざっていな
いきれいな水が上記水溜め用の空隙に溜まる。水溜め用の空隙に溜まった水は必要に応じ
て地下に浸透させたり排水路９を経て排水することができる。
【００５５】
このような地下貯水槽Ａは、集中豪雨などに見舞われたときに都市河川の水位が急激に上
昇して氾濫を起こすといった事態を回避することに利用することができる。たとえば、集
中豪雨の警報によってあらかじめ水溜め空間１を空にしておき、河川の水位がその集中豪
雨によって上昇している間は、地表を流れて河川に流れ込もうとする雨水の一部をこの水
溜め空間１に流入させて一時貯留しておき、集中豪雨が治まって河川の水位が下がったと
きにその水溜め空間１の貯留水を河川に放流するようにすると、河川の水位の急激な上昇
による氾濫を回避することができる。また、火災などの緊急を要する場合には、水溜め空
間１の貯留水を汲み上げ、防火用水などに用いることもできる。通常は、水溜め空間１の
水を植物の潅水などに使用することができるのであり、そのためには、別途、水汲み口を
水溜め空間１から導き出しておくことが好ましい。
【００５６】
また、図１や図２に示した地下貯水槽Ａのように、上記集合体３を左右に２分割し、その
左右の集合体３，３の間の仕切壁５，５で挟まれた空間に砕石などの小形固形物の集合で
なる通水層６を形成しておくと、１箇所の集合体３の規模が適切な規模に小さく抑えられ
るので、仕切壁５により積上げ部材４を位置ずれしないように固定する作用が確実に発揮
されるようになるだけでなく、積上げ部材４の施工性も向上する。また、水が左側の集合
体３の水溜め用の空隙から仕切壁５，５の相互間の上記通水層６を通過して右側の集合体
３の水溜め用の空隙に移動するときに、その通水層６がフィルターとして水の浄化作用を
発揮する。このため、その通水層６を炭や特殊な鉱物で形成しておくと、右側の集合体３
の水溜め用の空隙から取り出す水を、その浄化の度合に応じて有効に活用することが可能
になる。
【００５７】
【発明の効果】
本発明によれば、一対の分割体を正確な門形に組み合わせることができ、また、上下に段
積みされた門形の積上げ部材が動かないように確実に位置決めされるので、その積上げ部
材を積み上げやすいという効果がある。
【００５８】
また、一対の分割体を門形に組み合わせることによって形成された積上げ部材を上下多段
に段積みした場合、それぞれの分割体は、その側板が垂直になって上載荷重に対する大き
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な対抗力を発揮するので、地中に凹入状に形成された水溜め空間の地表面での開口部を覆
って配設されている透水層や遮水層を下から支え得るだけの十分に大きな強度を確保する
ことが容易な地下貯水槽などに用いる積上げ部材を提供することが可能になる。
【００５９】
さらに、そのように上載荷重に対して大きな対抗力を発揮するように側板が垂直になって
いるにもかかわらず、その積上げ部材が２つの同一形状の分割体を組み合わせることによ
って形成されており、しかも個々の分割体は、側板とその側板から直角に突き出た梁部と
を有するものであるから、多数の分割体をコンパクトな形に重ねることが可能であり、そ
のことが、工場や地下貯水槽や地下貯留浸透槽などの施工現場で多数の分割体を保管する
場合に必要なスペースを狭くしたり、トラックで分割体を搬送するときの分割体１個当り
の搬送コストを安くすることに役立つという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態である積上げ部材を用いて施工した地下貯水槽を概略的に
示した一部省略縦断面図である。
【図２】地下貯水槽を概略的に示した平面構成図である。
【図３】分割体の斜視図である。
【図４】反対向きにした分割体の斜視図である。
【図５】門形を形成している積上げ部材の斜視図である。
【図６】分割体の一部を斜め下から見た斜視図である。
【図７】積上げ部材を上下に積み上げた状態の部分正面図である。
【図８】積上げ部材を重ねた状態の説明図である。
【図９】変形例による分割体の斜視図である。
【図１０】分割体の断面図である。
【図１１】門形を形成している積上げ部材の斜視図である。
【図１２】積上げ部材を積み上げた状態の説明図である。
【図１３】分割体の他の変形例を示す斜視図である。
【図１４】従来の容器状部材を積み重ねた状態の説明図である。
【符号の説明】
１　水溜め空間
４，４Ａ　積上げ部材
４０　分割体
４１　側板
４２　側板の上辺部
４３　梁部
４３ａ　梁部の基端部
４３ｂ　梁部の先端部
４４，４５　リブ
４６　第１突起
４７，４８　第１凹部
４９　第２突起
５２　第２凹部
６０　分割体
６１，６２　支柱部
６３　連結部
６４　側板
６５　梁部
６５ａ　梁部の基端部
６５ｂ　梁部の先端部
６６　中空体
６７　芯材
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７１，７２，７３，７４，７５　孔部
７６　連結具
８１，８３　孔部
８５，８６　孔部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(13) JP 3556784 B2 2004.8.25



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】
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